








要約:熊本大学附属病院を受診したアトピー性皮膚炎(AD)患者の過去 20 年の推移、326 名

の AD 患者の環境抗原に対する感作状況、居住環境におけるダニそのものとチリダニ抗原

の存在状況、この 3 点について実測ならびに集計を行った。その結果、成人型 AD 患者の

急増、成人型 AD 患者はチリダニと真菌に強く感作されていること、本邦の屋内には多く

のダニが広く生息していることが示された。本邦の居住環境の現状には、皮膚にダニと真

菌抗原の侵入門戸さえあれば、ダニと真菌抗原による感作を引き起こす危険性が潜んでい

ることを、この結果は示唆していると思われた。


